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昭和32年 2月23日

昭和57年10月	 相鉄企業入社

昭和57年10月	 清掃現場へ着任（ショッピング、大学、デパート・図書館、病院）

平成2年10月	 第一相美（株）に派遣（建物管理担当、人材派遣立上・営業）

平成8年7月	 本社勤務（ISO事務局、ホスピタリティー施設担当）課長代理

平成15年 7月	 本社勤務（ISO事務局、品質管理、職能教育担当）課長

平成20年 7月	 本社勤務（ISO事務局、品質管理、職能教育担当）部長

平成27年 7月	 本社勤務（新商品・新サービス開発担当、清掃品質管理）主幹

平成29年 3月	 定年退職、継続雇用

平成30年 3月	 雇用契約満了退職

平成30年 4月	 一般財団法人　建築物管理訓練センター（教務課長兼事務局長補佐）

令和元年6月	 事務局長

令和6年6月	 専任講師

現在に至る

全国ビルメンテナンス協会

・委員会活動

個人情報保護ガイドライン作成委員会　委員　2004～ 2005

病院清掃管理研究会　委員　2004～ 2016

衛生管理研究会　委員　　　2017～ 2019

・テキスト作成委員

病院メンテナンスガイドライン　共著：1996.6（日本環境管理学会）

病院従事者研修用テキスト　改訂（公益社団法人 全国ビルメンテナンス協会）

病院清掃の基本と実務　改訂（公益社団法人 全国ビルメンテナンス協会）

病院清掃のマネジメント　共著（公益社団法人 全国ビルメンテナンス協会）

日本環境管理学会　理事　2016.5 ～

生年月日

職　歴

その他活動

パネルディスカッション

パ ネ リ ス ト

一般財団法人 建築物管理訓練センター 専任講師



1. 所属団体の概要と病院清掃経験

一般財団法人 建築物管理訓練センター
設立：1973年（昭和48年）12月24日（全国協会出資）
目的：建築物管理に関する職業訓練、調査研究を推進。

【事業】
• 職業訓練（ビルクリーニング・ビル設備通信訓練、検定準備講習等）
• 教科書製作（ビルクリーニング、ビル設備管理）
• ビルクリーニングに特化した外国人材の
「職業紹介」「特定技能登録支援業務」「教育訓練」
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人手不足への対応と
病院清掃現場経験から見た課題と展望

2025年2月7日
一般財団法人医療関連サービス振興会 第34回シンポジウム

一般財団法人建築物管理訓練センター
専任講師 井上 雄二



2-2.病院清掃経験と課題解決

【対策】病院が衛生であるための対応
 病院衛生に必要な業務提案（床復元や特別清掃:空気環境）
 清掃スタッフの意識改革：挨拶励行、勉強会の開催
 副産物：病院との慰労会（2～3ヶ月に1回）
（清掃スタッフ全員と院長や看護部長、施設担当者参加）
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【成果】
床の復元、立体面・空気環境の衛生向上
清掃スタッフの挨拶について病院からお褒め
特別清掃の受注
他病院からの見学者増加

…清掃業務が病院に貢献するための工夫…

2-1.病院清掃経験と課題解決

病院清掃の現場経験
• 清掃責任者として赴任

• 経験期間：1987年7月~1990年10月

• 病院：1983年6月開院、500床（延べ床面積：約３万㎡）
         清掃スタッフ32名（パート含む）
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【着任時の課題】
• 床の状態が最悪(開院4年経過)（写真イメージ）
• 病院清掃としての衛生意識不足（事務所・商業建物と同様の清掃）
• 人手不足：（高齢者退職・バブル景気による求人難）
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3-2.人手不足の現状とその影響
労働力人口
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労働力の予測

▲1,136万減少
：17.7%

みずほ総研:2017より引用

▲524万人減少
：8%

2-3.病院清掃経験と課題解決
      清掃現場の課題の変化
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項目 当時（1987） 現在

人手不足 バブル景気による求人難 労働力減少
高齢化、離職率の高さ

感染制御
（消毒等）

病原体に適応する薬剤使用

業界に標準なし

標準予防策（ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄ･ﾌﾟﾘｺｰ
ｼｮﾝ（CDC）

感染制御衛生管理士
（ICCC）:JBMA

病院清掃

業界標準に基づいた各社独
自の清掃

病院清掃技術書なし

医療関連サービス認定
(2008年4月1)

病院清掃基準充実（講習会
テキスト等）

清掃現場の課題の変化
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技術革新遅れ

高齢化

労働集約型産業

少子高齢化による労働力減少
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3-3.人手不足の現状とその影響 まとめ

現場への影響 人手不足対応
・生産性向上
・高齢者雇用
・障がい者雇用
・女性活用
・外国人雇用
・その他

減少数
2030年:524万人
2040年:1,136万人

平均年齢
ビルメン 53歳
全業種 40.2歳減

2025年75歳以上人口
5人に1人

人員不足によ
る品質低下
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